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大会・公式戦結果 

 

 小 4  

【横浜市春季少年サッカー大会】 

vs 本牧少年 SC  2-3● 

vs Y.S.C.C.  4-1○ 

vs FCゼブラ-W  6-0○ 

vs 横浜かもめ SC  1-1△ 

vs CFG-YOKOHAMA 0-2● 

vs EMSC-Y  0-3● 

 

 小 6  

【JFA U-12 リーグ】 

vs 一本松 SC  6-0○ 

vs 横浜かもめ SC  1-1△ 

vs CFC   1-2● 

vs KAZU SC-A  0-0△ 

vs FCビッツ  5-1○ 

vs FCゼブラ  0-0△ 

 

 JUNIOR YOUTH  

【横浜市長旗杯】 

vs FC T.BRUE  0-4● 

【日本クラブユースサッカー選手権 U-15】 

vs JFC FUTURO SAGAMI 1-3● 

【県 U-15 リーグ】 

vs FCグラシア相模原 S 1-0○ 

vs FC ASAHI 1980  7-0○ 

 

 YOUTH  

【日本クラブユースサッカー選手権 U-18】 

vs FCグラシア相模原  1-9● 

vs AC ミラン佐倉  1-1△ 

vs 栃木シティ  0-9● 

vs ヴァンフォーレ甲府 U-18 0-9● 

 

 

 PAPAS  

☆REC 

【県四十雀 4 部リーグ】 

vs 早園 OFC  1-7● 

vs コロコロ倶楽部  2-1○ 

☆COMP 

【県四十雀 2 部リーグ】 

vs J クラブ   0-0△ 

vs 厚木シニア 40  0-0△ 

vs FCオフサイド  2-1○ 

vs 緑ヶ丘 SC  0-0△ 

 

今、グラウンドでは･･･ 

TOP 

【トレーニングマッチ】 

かながわクラブ TOP チームは、5

月中旬の県リーグ開幕戦に向けて、

練習ならびにトレーニングマッチ(練

習試合)を精力的にこなしています。

シーズン前のトレーニングマッチは、

県リーグ１部同士では、お互いにや

りにくい面もあり、１部以外のチーム

と試合を組むことが多いです。昨年

までなら、県リーグ 2部のチームとの

トレーニングマッチが多かったので

すが、今年は、関森監督の交友関

係の広さもあって、有名大学チーム

や、関東リーグに所属している格上

のチームとの対戦が多くなっていま

す。選手たちも、それに応えるように

今までにない運動量で対等に戦っ

てくれています。特に大きな補強が

なかったのですが、チームとしての

ポゼッションや切り替えの素早さな

どで、チーム力を補い、試合を行う

ごとにチームとしてのレベルアップ

が見られます。 
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今シーズンも、新型コロナウイル

スの影響で残念ながら県リーグ全試

合無観客となってしまいました。

TOP チームの試合を楽しみにして

いたサポーターの方々には申し訳

ありませんが、随時 HP などで結果

をご報告させていただきます。今シ

ーズンもよろしくお願いいたします。 

【オフィシャルサイト TOPチームページ】  

http://www.kanagawaclub.com/topteam.html 

(中本 洋一） 

 

YOUTH 

クラブユースの関東予選を 4月か

ら戦い抜きました。5 チームのリーグ

戦で、相手は FC グラシア相模原、

AC ミラン佐倉、栃木シティ、ヴァン

フォーレ甲府U-18でした。結果は1

分 3 敗の得点 2、失点 28 と残念な

結果でした。しかし、5月 5日に行わ

れたヴァンフォーレ甲府戦では、選

手たち全員がモチベーション高く挑

み、最後まで諦めず、走り切り、戦

い抜いたと思います。今までで 1 番

戦っていた試合でした！どの相手も

プレッシャーが速く、自分たちが思う

ようにボールを繋げないことが多か

ったです。ヴァンフォーレ甲府、栃

木シティの 2チームとの試合は相手

の攻撃が流動的で、選手一人一人

の技術も高く、自分のマークが誰な

のか定まらず、誰をついたらいいの

か、ここでプレッシャーに行くべきな

のか、など守備の時にかながわクラ

ブの選手たちは迷っていました。相

手から学ぶことがたくさんありました。

選手たちも勉強になったと思うので、

6 月から始まるリーグ戦に向けて得

たことを自分がプレーでできるように

成長していってほしいと思います。 

頭の中では整理できていても、い

ざプレーするとなると実践できなか

ったり、プレッシャーが速いと全くで

きないなどあると思います。ミスした

で終わるのではなく、何がダメだっ

たからミスしたのかしっかりと練習の

時から考える習慣をつけて、プレッ

シャーの速い相手でもがボールを

繋いで奪われず、得点できるように

するために練習時の守備のプレッ

シャーを速くすることで慣れていっ

てほしいと思います。6 月から始まる

リーグ戦に向けて頑張っていきまし

ょう！ 

（今川 暉一朗） 

 

JUNIOR YOUTH 

4 月は中 3 選手たちを中心に公

式戦が続きました。日本クラブユー

ス選手権 U-15 は残念ながら 1 回

戦で敗退してしまいましたが、その

後、日本クラブユース選手権 U-18

関東予選、県 U-15 リーグと、公式

戦の連戦が続きました。1つ上のカ

テゴリーの公式戦にも多くの中 3選

手が出場し、高校生年代の真剣勝

負を経験することにより逞しく成長

することができ、県 U-15 リーグは 2

戦 2勝という良いスタートを切ること

ができております。 

また、県 U-15 リーグには多くの

中 2 選手が出場し、中 3 選手と遜

色ない活躍を見せてくれています。

1 つ上の学年やカテゴリーの試合

に出場し、上の年代の真剣勝負を

経験することができることは、選手

の成長にとって非常に大きなメリッ

トとなります。ぜひ今後も積極的に

参加して、チャンスを生かしてもら

いたいです。 

このコロナ禍の状況でも公式戦

が行えることに感謝し、1 戦 1 戦大

切にしながら試合とトレーニングを

通してより選手が成長していけるよ

う取り組んでまいります。 

(豊田 泰弘) 

 

U-13 はジュニアユースとしての

活動開始から 1 ヶ月が経過しまし

た。活動当初に比べてメンバー同

士のコミュニケーションも増え、チ

ームらしくなってきたと感じておりま

す。私自身もジュニアユースからか

ながわクラブに入りましたが、その

頃の仲間とは今も繋がっておりま

す。U-13の選手たちもチームメイト

を一生の仲間として大切にしてほ

しいと思います。 

サッカーの面では、11 人制の試

合に順応する事をテーマに活動を

行なっておりますが、必要な個人

戦術やグループ戦術等を選手た

ちは予想より早く覚えてきており私

も驚いております。今後も引き続き、

この年代の発育発達状況に合わ

せた指導を心掛けていきます。 

(樋口 圭太) 

 

小 6 

新しいシーズンが始まって 1 ヶ月。

今月はこのような事を伝えていきま

した。 

①球際の強さ 

球際で絶対に負けない、個々の
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局面で負けないように練習ではこだ

わってやっています。 

そのために最近では体力、身体

作りとしてランニングやコーディネー

ションなども取り入れて練習していま

す。スタミナをつけ、身体に無理が

効くようになれば切り替えや最後の

一歩が出てくるようになり、それが試

合の勝敗に大きく関わってきます。 

②観ること 

試合ではとにかく観ることが大切

です。空間、味方、相手など周りが

どういう状況なのかで自分のプレー

は大きく変わってきます。観られるよ

うに最近では、ボールを扱う技術の

練習をしています。トラップが上手く

なれば、その分落ち着く時間が作

れます。パスが速くて正確なボール

であれば、コントロールもしやすくよ

り考える時間ができます。上手くなる

事で自然と周りを見られるようになり

ます。 

このような事を1ヶ月通して活動し

ました！少しずつ選手に良い変化

はあります。ただ、みんなはもっと出

来ると思っています。みんながみん

なに、自分が自分に高い要求をし

ながら取り組んで欲しいと思いま

す。 

また選手には、練習以外の時間

でもサッカーに取り組んでほしいと

思います。６年生というのは、ゴール

デンエイジと言われ、なんでもすぐ

に吸収していく時期です。この時期

をどう過ごすかで中学生や高校生

になってから、大きく変わってきます。

1人 1 人が意識を高く持って頑張っ

ていきましょう！ 

(古山 未来) 

 

小 5 

今月はリフティングやボールコン

トロールや一対一等、個人技術・戦

術に特化したトレーニングを多くお

こないました。一人一個ボールを使

うトレーニングを多く行い、ボールに

触れる時間を増やし個人の技術を

高めることにより、試合中に相手か

らプレッシャーをかけられても慌て

ずプレーできる、顔を上げて周りの

状況を見ながら適切なプレーを選

択できるようになることを意図してお

ります。 

ボールを丁寧に扱うことを意識す

ることにより、既に試合中のプレー

が変わってきている選手が何人もい

ます。引き続き個人技術に特化した

トレーニングは活動の中でも行って

いきますが、クラブの活動時以外に

もボールを触る時間を増やしていっ

てもらいたいと思います。 

また、一対一等にて相手の状況

を見て相手と駆け引きしながら、相

手の狙ったタイミングを外し、裏をと

るプレーができることを意図したトレ

ーニングも行っていきました。こちら

も非常に良い変化が見られる選手

が何人か出てきていますので、引き

続き取り組んでいきたいと考えてお

ります。 

(豊田 泰弘） 

 

小 4 

まずは連休の中大会にご参加い

ただきありがとうございました。保護

者の皆様、選手達の協力もありなん

とか 3日間、計 6試合を戦うことがで

きました。新学年になり間もなく始ま

った春季大会でしたが選手達はた

くましく戦ってくれました。結果は 2

勝 1分 3敗で 7チーム中 5位と悔し

さの残る結果となりました。 

3 日間を通して子供達には「連続

してプレーをすること」「常に次起こ

ることを予想すること」「アグレッシブ

にプレーすること」を伝えてきました。

特にアグレッシブという面では目の

前の相手に対して積極的にボール

を奪いにいくこと、相手に近づいた

後にあと一歩の距離を詰め切ること

を求めてきました。攻撃に関しては

より確実に早く相手コートに侵入を

して相手のゴールの近くでプレーす

る回数を増やすことを伝えてきまし

た。細かい部分で上手くいかないこ

ともありながらも子供達は積極的に

取り組んでくれました。今大会の経

験を次の大会に向けて生かしてい

ければと思っています。 

これから気温も高くなり体調管理

の難しい時期が続きますがご協力

よろしくお願いいたします。 

（青木 達也） 

 

小 3 

新年度が始まり、早いもので 1 カ

月が経ちました。新学年になり環境

の変化が大きい中で子ども達にとっ

て少なからずストレスを感じた 1カ月

だった思います。そんな中でも子ど

も達は積極的に練習に取り組み頑

張っております。この 1 カ月で生活

面での変化を感じました。集合する
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ことが早くなる、話を聞けるようにな

る、積極的に発言する、このようなこ

とが少しずつではありますが良くな

ってきています。それに伴いサッカ

ーのプレーも少しずつ良くなってき

ました。4 月はパス＆コントロールを

中心に練習をしてきました。パスで

は強さと方向について、コントロー

ルはボールの正面に入ること、止め

た後に次蹴りやすいところにボール

を止めることを伝えてきました。試合

ではマークを外す、背後を狙うなど

様々なことが求められますが、その

前に「止める」「蹴る」など基本的な

技術がないとこのようなことはできま

せん。そのため 4・5 月は基礎練習

を多めに取り組んでいきたいと思い

ます。プレーの中での具体的な変

化は、単純ではありますがボールの

横に踏み込み強いボールを蹴れる

選手が増えてきました。また方向も

少しずつ良くなってきています。コ

ントロールの部分ではボールが自

分の後ろに行くことが少なくなってき

ました。これはボールの正面に入る

ことができるようになってきた証拠だ

と思います。ただボールを次に蹴り

やすいところに止めることはまだ課

題が多く残るところなので、注視をし

て見ていきたいと思います。1 人 1

人により沿い指導できるよう日々努

めていきたいと思いますので、これ

からも子ども達へのサポートをよろし

くお願いいたします。 

(髙山 貴紀) 

 

 

 

小 2 

【ミスが許される環境を…】 

親としては、わが子に、勉強も運動

もそこそこ（？）できてほしいという願

望や期待が必然的にあります。しかし、

その願望や期待が度を超すと、子ど

もにとってはストレスとなったり、プレッ

シャーになったりして、やや問題が生

じることとなります。かつて、100 点満

点の答案は親に見せるが、それ以外

の点数の答案は破ってごみ箱に捨て

てしまうという子どもがいました。答案

の間違えたところを見直すこともせず

に、満点以外の答案を全く親の目に

触れないようにしていたのです。彼に

とっては、本来のテストの意味合いは、

全く意味をなさないものとなっていま

した。 

恐らく、この子の親は満点以外に

価値を認めず、「間違い＝悪いこと」

という考えを、知らず知らずのうちに

子どもに押し付けていたのでしょう。

完璧主義と言ったら聞こえはよいで

すが、一つのミスも犯さない完璧な人

間など存在するわけがありません。例

え、間違えても、そこから反省や修正

を加えて子どもは成長していくもので

す。「間違い＝悪」といった考え方は

厳に改めてほしいものです。 

かながわクラブのグラウンドには、

常に子どもたちのミスが許される雰囲

気が漂いつつ、積極的にミスが犯せ

る環境でありたいと思っています。サ

ッカーというスポーツの特性（手では

なく足でボールを扱う）から、サッカー

ではミスがつきものです。仲間のミス

を全員で補うといった競技の側面もあ

ります。子どもたちには、ミスを認め、

ミスをミスで終わらせない心構えが必

要とされるのです。 

【練習はできないことをできるように…】 

新しいトレーニングに取り組む際に、

よく耳にするのが「そんなのできない

よ！」という子どもたちの声です。これ

も完璧主義（？）の弊害でしょうか？

「できる＝善、できない＝悪」という親

の考え方が、子どもたちの頭の片隅

に刷り込まれているのでしょう。あるい

は、純粋にできないことが格好悪いと

いう思考回路になっているのでしょう

か。 

しかし、冷静に考えると、出来ない

ことをできるようにするために練習（ト

レーニング）が必要なのです。グラウ

ンドでは、「息をすること」や「歩くこと」

の練習はしません。なぜなら、練習し

なくてもみんなできるからです。どん

な素晴らしいプレーも最初から上手

にできる人はいません。最初はみん

なうまくできないところからスタートして

います。 

指導者としては、できないことは百

も承知です。ですから、わざわざ「で

きないよ！」と表明する必要はありま

せん。できないことをできるようにする

のが練習（トレーニング）だということを

忘れないように、普段の活動に臨み

ましょう。 

【積極的に取り組もう！】 

さて、これまで述べてきたことで、練

習すること（トレーニング）の意味が分

かってもらえたでしょうか。練習するこ

と（トレーニング）の意味が理解できた

ら、次の段階では子どもたちの練習

への取り組む姿勢が重要になります。

具体的には、積極的に（サッカーが
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上手くなりたいと思って）練習（トレー

ニング）に取り組むことです。親に言

われたから…とか、なんとなく…では

なく、前向きにトレーニングを積み重

ねましょう。 

前向きな取り組みのためにはミスを

恐れない気持ちが不可欠です。です

から、かながわクラブでは、子どもた

ちにミスを恐れない環境を提供したい

と考えます。ミスを恐れて、指導者の

顔色を窺ったり、ミスを恐れて、消極

的になったりするような子どもにはし

たくありません。試行錯誤という言葉

のように、チャレンジしてミスを犯すこ

とは向上への第一歩です。ミスを犯さ

ないことが重要なのではなく、なぜミ

スを犯したのかを考えられるようにな

ることが重要なのです。 

【考える！】 

考えることは習慣です。常に、あら

ゆる場面で「なぜ？」「どうして？」と考

えることが大切です。言われたことを

言われたままに行うことが決して良く

ないことだと言うつもりはありませんが、

練習（トレーニング）の一つ一つには、

目指すもの（狙い）があります。何を鍛

えるためなのか？どこを上達させるも

のなのか？という目的が明確にある

のです。 

ですから、子どもたちには、トレー

ニングの意図は？から始まって、動き

の一つ一つの意図に至るまでを意識

してほしいのです。何のための練習

（トレーニング）なのかを、きちんと理

解（意識）したうえで、意欲的（前向き）

に練習（トレーニング）に取り組むこと

がサッカー上達への近道なのです。 

(佐藤 敏明) 

幼児・小 1 

コロナ禍にあって 2回目の 4月を

迎えました。昨年度からの継続者を

含めて 20 名前後で活動をスタート

することが出来ました。 

今回は、年度初めにあたり、クラ

ブのロゴ、指導方針についてお伝

えします。 

 

●クラブのロゴ：Tricolor Onze(トリ

コロール・オンズ)             

三角形の３つの頂点は、サッカー

に必要な３つの B：Ball Control(ボ

ールコントロール)・Body Balance(ボ

ディバランス)・Brain(頭脳)を表して

います。                

●指導方針 

勢いよく向かってくるボール、弾

んでいるボール、空中のボールを

身体のいろいろな場所を使ってワン

タッチでコントロールし、ボールを運

ぶ・蹴るという技術はサッカーの重

要な要素です。しかし、どんなに技

術が優れていても、それをいつ、ど

のように発揮するかの判断がなけれ

ばその技術は役に立ちません。ま

た、ボールを扱うときは必ず片足で

の動作になるので、片足状態でバラ

ンスを保たないと様々な技術を正確

に行うことも出来ません。相手のプ

レッシャーを受けながらも自分のイメ

ージ通りにプレーできるか？ボール

を奪われない/奪うための身体の使

い方が出来ているか？ボールを自

由自在に扱う技術、ボールコントロ

ールを支えるボディバランス、そして、

様々な状況下で自分で考え、判断

する頭脳がサッカーには必要となり、

これらすべてを高いレベルで身に

付けることは、サッカーを本当の意

味で楽しむ上で欠かせない要素と

なります。 

その 3つの要素を、赤・青・白の 3

色(Tricolor)で表し、3B を兼ね備え

た選手の集団 Onze(英語の eleven)

でありたい！これがかながわクラブ

の指導方針なのです。 

「サッカーが好きで好きでたまら

ない」「活動日が待ち遠しい」と感じ

てもらえる『安全で、快適な、楽しい

サッカー』を提供することをお約束し

ます。 

保護者の皆さまには毎回の送迎

でご苦労をおかけしますが、引き続

きよろしくお願い致します。 

（浜野 正男） 

 

Papas 

 コロナ禍にあって、２度目の４月を

迎えました。シニアリーグは感染対

策のもと開幕しましたが、港北小で

の活動は、昨年 3月以降 14 ヶ月に

渡って出来ておりません。港北小担

当の一人として残念でたまりませ

ん。 

港北小の活動には、Papasの原

点があります。日曜日の早朝にも関

わらず、30名以上の壮年が集まり、

現役時代とは比べようもないほどプ
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レーの幅は狭まっても、「サッカーが

大好き！」という純粋な思いが、全

てを「楽しい」に変換し、凡ミスも爆

笑に繋がる。20歳の年の差もまった

く関係なく、共に汗を流し、楽しみな

がら確かな絆を結んでいく。 

Papas 創立以来のメンバーも多く、

中には還暦を過ぎてもまだまだ元

気にプレーしている方、お子さんが

クラブを卒業しても、Papas に所属し、

今度はご自身がサッカー三昧！と

いうお父さん方、親子 2代でゲーム

を楽しむ方、、、今年中にはその光

景が戻ってくることを心から願って

います。 

●小学生のお父さんたち！ 

Papas サッカーを体験しませんか。

公式戦には参加しない、港北小だ

けの活動メンバーもたくさんいます。

年齢も 30代～60代と多世代で、サ

ッカー経験のない方も大歓迎します。

毎週１度でも、ひたむきにボールを

追いかけ、大声を出し、様々なプレ

ースタイルの仲間たちとゴールを目

指すプレーの中に、たくさんの「笑

い」と「楽しい！」が詰まっていま

す。 

興味のある方は事務局豊田、

Papas担当浜野へご連絡下さい。 

※現在は、浦島丘中学校での土曜

日ナイター練習となっています。 

(浜野 正男) 

 

 

 

 

 

 

ヨーガ 

【ヨーガの知恵】 

オンラインでヨーガのワークショッ

プを受け始めてから 1 か月以上が

経ちました。週に 2日、１日あたり 8~

9 時間もの長い時間を費やすことに

なっています。自宅に居ながらイン

ターネットを通じての講義を受けるこ

とができるのはとてもありがたいこと

ですが、とはいえ最初の 1～2 週間

は講義を受けてそれを復習すること

で精いっぱい。ヘトヘトに疲れてこ

のあとこのペースで受講を続けるこ

とができるのか不安でした。 

でも少しずつ自分のペースをつ

かむことができてきて、やっと今は

講義の内容を味わう余裕ができてき

ました。 

ヨーガというとアーサナ（ポーズ）

を行って体を健康に綺麗にするとい

うのが一般的なイメージかと思いま

す。でも、本当はもっと広い意味で

の健康や幸福のための知恵を得る

ものなのです。単純に考えてみても

体だけが健康という状態はあり得ま

せんね。心（精神）も共に健康でな

ければ心地よい健康な状態はあり

得ません。なので、ヨーガでは体を

整えながら同時に「どのように考える

べきか」「どのように行動すべきか」と

いうことも学びます。その中でもとて

も興味深いのが「カルマ」という考え

方です。 

「カルマ」は単純に日本語に訳す

と「行動」ということになるのですが、

この「行動」について深く学びます。

簡単にいうと「なにをしてはいけない

のか。」「なにをするべきか。」という

ことを学ぶのです。 

こう書くと「そんなのすぐわかるで

しょ。」といわれてしまいそうですが、

ではなぜ「していけないこと」「する

べきこと」をそんなに大切にするの

でしょうか。それは「今の行いは未

来に起こってくる結果の種である。」

からです。普通はあまりそんな風に

考えて行動しないと思います。「未

来にマンゴーを食べたい。」のなら

ば「今、マンゴーの種を植える。」こ

とが必要です。今の正しい行動なく

しては未来の良い結果は得られな

いわけですね。 

思い起こせば 1 年前にコロナ禍

が始まり、その頃に良くわからない

ながらもオンラインでレッスンを実施

する方法を試行錯誤しました。その

行動の結果が、今の水曜日ヨーガ

クラスをはじめとした他のオンライン

レッスンや受講しているワークショッ

プに繋がっているわけです。あの努

力、行動がなければ今のこの状況

はなかったと思います。 

行動に制限が多く、できないこと

だらけの今日この頃です。でも、必

ず明るい未来が来るはずです。もし

かしたら、「かつて普通に思ってい

た毎日」と全く同じ日々はもう来ない

のかもしれません。「でも、今なにを

するか。」によって新しい明るい未

来を迎えることができるようになるに

違いありません。そう考えながら、今、

なにをしますか。どんな種を植えま

すか。ヨーガの教えは本当に深い

です。 

(伊藤 玲子) 
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